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住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい白石を　つく1）ます。

　文化を高め　美しい心を　そだてます。

健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

　仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

　きまレ）を守1）　明るい社会を　きずきます。
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白
石
市
に
お
け
る
、
こ
こ
五
ヵ
年

の
火
災
発
生
状
況
は
グ
ラ
フ
に
見
る

通
り
九
十
四
件
て
、
そ
の
損
害
額
は

二
億
九
千
四
百
二
十
五
万
円
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
八
月
末
現
在
ま
で
の
発

生
件
数
は
十
六
件
で
、
こ
れ
も
火
災

種
別
に
見
る
と
建
物
火
災
十
件
、
車

両
火
災
二
件
、
そ
の
他
の
火
災
一
件

で
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
二
名
、

損
害
額
は
五
千
九
百
六
十
三
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
期
と
比
較
し

て
火
災
発
生
件
数
及
び
損
害
と
も
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
、

　
火
災
の
原
因
を
見
ま
す
と
、
最
近

で
は
、
た
ば
こ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
煙

突
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
不
始
末
で
の

火
災
と
い
う
結
果
が
て
で
、
い
ま
す
。

　
　
　
で
は
、
「
火
が
出
た
！
」
場
合
、

　
　
火
を
消
す
た
め
の
”
三
つ
の
基

　
　
本
”
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

よ
・
フ
。

　
火
が
出
る
ー
も
の
が
燃
え
る
た

め
に
は
、
　
「
燃
え
る
も
の
」
と
「
空

気
（
酸
素
）
」
と
「
熱
」
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
”
火
の
三
要

素
”
と
い
え
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ど

れ
か
一
つ
で
も
欠
け
る
と
、
物
は
燃

え
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
火
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
・
燃
え
る
三
要
素
〃
の
ど
れ
か

一
つ
を
取
り
除
く
、
あ
る
い
は
、
し

ゃ
断
し
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
家
庭
の

台
所
な
ど
で
、
毎
日
、
火
を
つ
け
た

り
消
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
”
点
火
”
と
”
消
火
”
の
し
く

み
は
、
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
燃

え
る
三
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、

”
仲
た
が
い
”
さ
せ
た
り
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
消
火
の
コ
ツ

も
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
消
火
の
方
法
は
、
こ
の
燃
え
る
三

要
素
に
見
合
っ
た
三
つ
の
形
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
三
要
素
の
ど

れ
か
｝
つ
を
初
期
の
段
階
で
”
仲
た

が
い
”
さ
せ
る
の
で
す
。

燃
え
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ス
火
災
の
と
き

な
ど
元
せ
ん
を
閉
め
て
．
火
元
”
を

断
っ
た
り
、
山
火
事
の
と
き
、
周
囲

の
木
を
切
っ
て
延
焼
を
防
ぐ
場
合
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

取
り
除
－
［

　
　
　
－
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圏
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例
と
し
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空
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酸
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園
劇
悶

　
　
　
　
　
　
　
輩
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鞠
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．
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．
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ガス器具の不始末からの出火

火災の種別と主要原因

建物
6790

136件

過去3ヵ年の

発生54件

棒
H
損
害
額
（
万
円
）

　たばこ
　ガ　ス
石茸由ストーフ

▲

　
天
ぷ
ら
を
あ
げ
て
い
て
電
話
が
か

か
り
、
う
っ
か
り
長
話
に
な
っ
て
戻

っ
て
み
る
と
、
な
べ
に
火
が
は
い
っ

て
い
る
　
　
こ
ん
な
時
と
っ
さ
に
、

な
べ
に
フ
タ
を
す
る
と
酸
素
が
断
た

れ
、
火
は
消
え
ま
す
。

　
ま
た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
が

燃
え
だ
し
た
と
き
は
、
シ
ー
ツ
な
ど

を
水
に
ぬ
ら
し
て
か
ぶ
せ
る
と
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
消
火
方
法
が
、
窒
息

消
火
で
す
．

白石市における

　　　　過去5ヵ年の火災発生件数と損害額
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蕪障
羅
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〕

　
火
事
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
「
水
！
」

と
反
射
的
に
ピ
ン
と
く
る
ほ
ど
、
水

は
冷
却
消
火
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

　
ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
は
い

っ
た
と
き
な
ど
、
手
近
に
あ
る
野
菜

を
入
れ
る
の
も
冷
却
消
火
の
一
つ
の

方
法
で
す
。
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隔
週
、
月
曜
目
が
料
理
目

手
作
り
の
味
は
最
高
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
今
夜
の
寿
司
は
、
店
の
よ
り

　
　
　
　
　
　
欝
鯵
幽
「
灘
墾
萎
つ
暴

　
　
　
　
　
蝋
鷲
離
瑚
、
確
国
簸
蕊
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
怖
ヂ
㌦
、
番
三
年
前
、
世
界
の
味
を
自
分
た
ち

ユ
、
．
』
、
』
雇
墜
〆
匙
の
手
で
窒
と
・
ホ
ー
ム
の
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
籔
藩
騰
※
爆

毎週、木曜目が練習日

穀　　　メ）
　動労青少年ホー4では　各矛重言舞

座やサーケ，1などへの新しい仲闇
の参力0廷一巴力、弓量工迎しマいます．

これ5へ加入希墾の方ぽ下記へ．
　白石市勅労青少年巾一ム

　白后市牟益岡qの1
　電　 言舌　 5へ3720

ステツプは軽やかに』

袖

ー・

ダ

弓
評

並

穿
隻、

㌧

轟曝

瓢ポ
／
ン
ス

　
「
こ
ん
は
ん
わ
．
－
」
「
お
ば
ん
ア
・
、
一
9
，
一

午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
勤
労
青
少
年
オ
ー

ム
「
益
岡
城
」
に
は
、
多
〈
の
若
奮
ガ
．
や

つ
て
来
ま
す
。
「
ご
｝
　
　
。
毒
示

、
ン
つ
ハ
う
　
ゲ
る
、
－
叫
ご
［
　
幕
』
　
　
ア

　
　
　
町
㌧
　
＞
庭
ぼ
垢
・

お
し
ゃ
へ
り
に
　
琴
げ
蔓
垂
」
レ
塾
＝

け
あ
つ
て
い
ま
す
．
．
今
円
量
で
は
　
累
、

ぞ
れ
に
青
春
を
臭
し
ん
て
じ
る
各
ヤ

ル
の
姿
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

♂

　
「
壁
の
花
と
な
る
よ
り
は
．
踊
ら
に
ゃ
ソ
ン
ワ
ン

と
い
う
仲
問
の
集
り
で
す
ヨ
」
ど
話
し
で
、
く
れ
る
の

は
、
こ
の
道
四
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
格

の
星
健
一
さ
ん
。
現
在
、
講
師
が
い
な
い
の
で
、
、
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
知
っ
で
、
い
る
グ
ン
ス
を
教
え
合
っ

で
、
い
る
と
い
う
。
メ
ン
ベ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
習

い
立
て
の
せ
い
か
、
ズ
ロ
デ
．
I
I
に
乗
っ
て
流
れ
る

よ
う
に
体
が
動
く
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う

だ
が
、
ル
ン
バ
や
ジ
ル
バ
な
ら
全
員
O
K
。
当
面
は

技
術
を
ど
う
こ
テ
い
う
よ
り
楽
し
く
踊
る
こ
と
ー

を
目
指
し
て
、
　
「
ス
ロ
ー
、
ク
ィ
ソ
7
、
ク
ィ
ッ
ク
・
…

…
」
と
み
ん
な
踏
む
ス
テ
ッ
プ
は
軽
や
か
。

4

・
木
曜
目
が
練
習
目

山
に
魅
了
さ
れ
て
…
：

毎週、火1濯目

ル
仲
問
作
り
が
一
番

ク
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
こ
こ
ち
よ
い
音
を
響
か
せ
な
が
ら
卓
球
に
汗

㎝
を
流
し
て
い
る
「
ピ
ン
ポ
七
サ
ー
タ
ル
」
の
仲
間
た
ち
．
こ

サ
の
サ
ー
ク
ル
は
ス
タ
ー
ー
し
て
＋
年
目
と
い
う
ホ
ー
ム
で
は
一

ン
番
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て
い
亀
メ
賑
も
＋
五
人
美

　
　
所
帯
。
で
も
、
み
ん
な
の
勤
務
時
間
の
者
合
で
全
貝
が
集
ま
っ

ポ
て
練
習
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
窒
な
い
と
か
・
そ
の
た
め
試
合

ン
の
と
き
は
選
手
の
や
り
く
り
に
大
変
と
い
う
。
　
．
試
合
な
ん
て

ピ
ニ
の
次
、
強
い
’
、
、
い
う
な
ら
仲
間
づ
く
り
か
ナ
」
と
白
球
を
追

　
　
い
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
の
大
野
芳
雄
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
る
。

　
　
轍
ウ
鮪

屋
心
灘
…

　
　
　
　
鰹
霧

恋
輪

　
　
　
幽
劉

胡
糖
謡
、
一

、
難
、
㎜
［
　
山
崖
か
ス
7
ト
し
た
の
は
、

、
　
橿
．
　
　
　
め
の
う
ち
は
す
ぐ
バ
テ
、
　
「
二
度
と

p
．
羅
璽
難
懇
磐
訟
訴

趣
菱
．
ず
，
ー
，
　
　
す
っ
か
り
山
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。

逸
　
鶏
篶
蕪
騒
す
ヨ
」

年
に
五
、
六
回
登
山

鯵
鵯

㎏
』
蹄
マ、

｝

燃、　　　齢

　翰、）

㎏傑麟
’極戴

　　　　　オ

嚢

　　　　　　購　　髭

垂
　　き

いずれ劣らぬ歌好き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
属
臼

フ
ァ
ー
ス
ト
。
ラ
プ

　
毎
週
土
曜
日
の
夜
　
ホ
ー
ム
の
二
階
音
楽
室
か
ら
エ
レ
キ

ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
の
音
と
共
に
若
い
歌
声
が
流
れ
て
き
ま
す
。

集
ま
っ
て
来
る
メ
ン
バ
ー
は
女
性
一
人
を
含
む
十
九
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で
の
九
人
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
フ
ォ
ー
ク
好
き
の

人
ば
か
り
。
　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ラ
ブ
一
は
ス
タ
ー
ト
し
て
ま

だ
三
年
目
だ
が
、
レ
パ
r
ト
サ
ー
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
含
め
て

約
二
、
三
十
曲
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
各
地
で
や
る
な
ど
着
実
な

歩
を
続
け
て
い
る
。
　
「
好
き
な
楽
器
を
弾
き
な
が
ら
仲
間
と

大
声
を
出
し
て
歌
う
と
．
昼
間
の
疲
れ
も
ふ
っ
飛
ぶ
」
と
リ

ー
ダ
ー
で
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
を
や
っ
て
い
る
我
妻
順
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
る
。
今
、
ホ
ー
ム
祭
へ
む
け
て
練
習
に
余
念
が

な
い
。

毎
週
、
金
曜
目
が
練
習
目

民
謡
愛
好
会

毎
週
、
士
曜
日
が
練
習
日

歌は心が大切
　　　　　　　　　　　難　　　　　　　膿　　　　算

　　縮

欝

「
犠
、
、
ハ
ァ
ー
今
日
は
ナ
ァ
ー
　
日
も

よ
い
し
　
天
気
も
よ
い
し
結
び
ナ

ァ
ー
」
と
自
慢
の
ノ
ド
で
長
持
唄
を

聞
か
せ
て
く
れ
る
の
は
、
　
「
民
謡
愛

好
会
」
の
皆
さ
ん
．
歌
謡
曲
な
ら
と

も
か
く
民
謡
は
ど
う
も
と
い
う
ヤ
ン

グ
が
増
え
る
な
か
、
あ
え
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
今
で
は
宴
会
の
席
で
は
ひ
っ

ぱ
り
だ
こ
と
い
う
。
歌
は
上
手
に
歌

う
こ
と
よ
り
も
心
が
大
切
と
ば
か
り

に
、
ど
の
顔
も
一
生
懸
命
1
。
ホ

ー
ム
祭
も
、
も
う
間
近
、
み
ん
な
の

練
習
に
も
一
段
と
熱
が
こ
も
っ
て
き

ま
し
た
。
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斡起」レ趣・塘

て陣匝
、撚1

　
”
交
通
安
全
は
茶
の
間
か
ら
”
を
合

言
葉
の
も
と
に
去
る
十
月
六
日
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
第
三
回
交
通
安

全
市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
件
数
は
、
昭
和
四
十
七

年
以
降
年
々
減
少
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
二
年
よ
り
増
加
の
兆

し
を
み
せ
、
本
年
に
お
い
て
も
そ
の

傾
向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
り
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
と
な
っ
で
、
い
ま
す
。

　
　
　
白
石
警
察
署
管
内
の
九
月
末
日
ま

　
　
で
の
事
故
は
百
四
十
四
件
で
、
前
年

　
　
同
期
よ
り
七
件
増
、
死
者
五
名
、
前

　
　
年
同
期
よ
り
一
名
減
、
負
傷
者
百
七

　
　
十
八
名
、
三
名
の
増
と
な
っ
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
交
通
事
故
は
被
害
者
の
家
族
を
不

　
　
幸
の
ど
ん
底
に
お
と
し
入
れ
、
家
庭

　
　
の
平
和
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
す
る
ば

　
茎
か
り
で
な
く
、
加
害
者
に
も
重
い
責

　
　
　
　
任
と
罰
が
の
し
か
か
っ
て
く

　
　
　
　
　
る
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
一
入
一
人
が

　
　
　
　
漁
も
う
一
度
交
通
事
故
の
恐
ろ

　
　
　
　
齪

　
　
　
・
し
さ
と
生
命
の
尊
さ
を
、
家
庭
、

　
　
　
　
　
職
場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

　
　
　
隅
．

場
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話

　
　
　
　
・
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
膿
皿
大
会
で
は
、
交
通
安
全
功

　
　
　
，
警
労
者
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈

　
　
鎌
ら
れ
、
ま
た
体
験
、
音
墓

　
　
　
・
潔
表
も
行
な
わ
れ
、
最
後
に
大

　
　
　
　
会
宣
言
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
決
議
内
容
は
、

　
　
　
　
　
一
、
歩
行
者
（
特
に
子
供
と

脳
鰍
　
嫉
毎
訴
雛
畿

者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

、
全
市
民
が
力
を
合
わ
せ
、
安
全

経
済
運
転
の
励
行
及
び
酒
飲
み
運

転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
等
無
謀
運
転

の
追
放
、
暴
走
族
の
絶
滅
に
努
め
「

る
。、

白
石
市
交
通
安
全
都
市
推
進
協

議
会
を
母
体
と
し
、
市
民
総
参
加

に
よ
る
交
通
安
全
運
動
推
進
の
確

立
に
努
め
る
。

▽
交
通
安
全
功
労
者
（
敬
称
略
）

　
鈴
木
恒
秋
、
斎
藤
　
好
、
古
川
静
・

子
（
白
石
）
小
野
　
繁
（
越
河
）
小
、

林
正
司
（
斎
川
）
村
上
練
太
郎
（
大
・

平
）
佐
竹
梅
寿
（
大
鷹
沢
）
大
野
吉

五
郎
（
白
川
）
工
藤
貞
男
、
酒
井
寛

治
（
福
岡
）
高
橋
要
一
（
小
原
）

▽
体
験
・
意
見
発
表

白
石
第
二
小
学
校
六
年
　
大
野
祐
二
＝

斎
川
小
学
校
六
年
　
　
　
成
沢
正
人

福
岡
中
学
校
三
年
　
　
渡
辺
恵
美
子
．

白
石
市
交
通
安
全
母
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
寺
利
美

ゆ

1
、

素晴らしき人生

1騨

　
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
「

ま
で
は
」
一
嗣
書
週
間
』
で
、
す
。
秋
の
』

夜
長
を
読
書
で
た
の
し
く
過
し
ま
し
…

よ
・
つ
／
，

　
あ
な
た
も
図
書
館
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
貸
し
出
し
の
手
続
き
は
一

簡
単
、
す
べ
て
無
料
で
す
。
ま
た
、

館
内
に
は
、
ゆ
っ
く
り
読
書
の
で
き
一

る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
〈
図
書
館
あ
ん
な
い
〉

o
図
害
の
借
り
方
は

　
市
内
に
住
所
、
勤
務
先
、
通
学
校
｛

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
読
み
た
…

い
本
を
一
般
貸
出
室
か
ら
選
ん
で
、

借
り
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
登
録
を
し
ま
す
と
一

人
何
冊
で
も
（
子
ど
も
は
二
冊
ま
で
γ

借
り
ら
れ
、
期
間
は
十
日
間
で
す
（
新
｝

刊
雑
誌
は
三
日
間
）
。
な
お
、
図
書
の

予
約
の
申
し
込
み
も
受
付
け
て
お
り
、
、

希
望
の
図
書
が
な
い
と
き
は
、
購
入
㎜

希
望
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

o
そ
の
他

　
読
書
相
談
、
調
査
研
究
の
図
書
資
一

料
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

o
子
ど
も
読
書
室

　
幼
児
か
ら
子
ど
も
、
一
般
の
方
で
『

児
童
書
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
、
ま
た
、

図
書
の
ほ
か
に
紙
芝
居
な
ど
も
用
意
、

し
て
あ
り
ま
す
。
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乳
ガ
ン
は
、
日
本
の
女
性
に
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
戦
後
年
々
ふ

え
て
き
て
昭
和
五
十
二
年
に
は
三
千

六
百
入
が
乳
ガ
ン
で
死
亡
し
ま
し
た
。

生
活
様
式
の
欧
風
化
に
つ
れ
て
こ
の

傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い

鼠■　　「羅

灘

肇・
、
強

　
署
競

　
　
ま
す
，
白
石
市
で
は
昭
和
五
十
三
年

　
　
か
ら
乳
ガ
ン
の
集
団
検
診
を
ス
タ
ー

　
ト
し
、
乳
ガ
ン
の
早
期
発
見
、
早
期

　
治
療
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
つ
と
め

　
て
き
ま
し
た
．
今
年
で
三
回
目
で
す

　
が
、
受
検
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
白
石
地
区

　
　
響
総
錨
　
を
除
－
各
地

　
懸
詑
「
毒
　
ー
セ
ン
ト
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
で
す
。
そ

　
　
　
　
ヒ
、
募
め
　
　
　
こ
で
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
認
識
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
乳
ガ
ン
”

　
　
　
　
・
睡
懇
に
つ
い
て
考

躍
』
皿
忽
弱
弩
蠣

梅駕灘

　
　
・
た
だ
く
た
め

え
て
行
き
ま
し
よ
う
。

　
か
か
り
や
す
い
年
齢
と
し
て
い
ち

ば
ん
多
い
の
は
四
十
歳
代
か
ら
六
十

歳
代
で
す
が
、
三
十
歳
代
で
も
乳
腺
症

な
ど
他
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
乳
ガ
ン
に
つ
い
て
も
決

し
て
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
三
十
歳

に
な
っ
た
ら
毎
月
一
回
乳
房
の
自
己

検
査
を
励
行
し
、
し
こ
り
が
あ
る
と

気
付
い
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
専
門
医

の
診
察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
異

常
が
な
い
と
き
も
年
一
回
は
定
期
検

診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　
乳
ガ
ン
の
集
団
検
診
は
専
門
医
の

触
診
を
主
と
し
て
行
な
わ
れ
、
四
～

五
バ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
二
次
検
診
に

ま
わ
さ
れ
ま
す
。
二
次
検
診
で
は
X

線
撮
影
、
超
音
波
検
査
、
組
織
検
査

な
ど
が
行
な
わ
れ
、
受
診
者
千
人
に

一
入
の
割
で
乳
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
ま

す
が
、
早
期
ガ
ン
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
乳
ガ
ン
の
で
き
や
す
い
位
置
は
、

乳
房
外
房
の
外
側
上
方
が
最
も
多

く
て
五
〇
バ
ー
セ
ジ
ト
、
つ
い
で
内

側
上
方
、
乳
首
付
近
、
外
側
下
方
、

内
側
下
方
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
が
原
因
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
と
く
に
①
初
潮
の
早
か
っ
た
ひ

と
、
②
未
婚
か
晩
婚
の
ひ
と
、
③
こ

ど
も
の
少
な
い
ひ
と
、
④
離
乳
が
早

く
人
工
中
絶
の
回
数
の
多
い
ひ
と
な

ど
は
と
く
に
日
常
気
を
つ
け
て
早
期

発
見
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

年
に
一
度
は

　
　
　
　
検
診
を

刈田病院外科医

熊谷暢夫

　
今
年
も
去
る
七
月
八
日
に
、
白
石

市
の
乳
癌
検
診
が
行
な
わ
れ
、
三
百

余
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
市
で
は
、
胃
癌
・
子
宮
煽
に
次

い
で
一
昨
年
か
ら
乳
癌
の
集
団
検
診

も
は
じ
め
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を

ま
だ
知
ら
な
い
で
お
ら
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。

　
昨
年
の
受
検
率
は
、
県
内
三
十
数

市
町
村
の
う
ち
最
低
の
数
字
を
示
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
事
前
の
P
R
不

足
に
原
因
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
、
来
年
も
七
月
頃
に
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
か
ら
、
進
ん
で
愛
診
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
乳
癌
検
診
で
は
、
胃
集
検

の
よ
う
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
撮
影

し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
ゆ
っ
く
り

み
て
診
断
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
，
宮
城
県
対
癌
協
会
で

は
、
主
と
し
て
触
診
に
よ
る
乳
癌
検

診
を
行
な
っ
f
、
い
ま
す
，
こ
の
た
め

一
日
で
何
百
人
も
調
べ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
逆
に
他
の
集
検
と
は

ち
が
〆
、
て
す
ぐ
そ
の
場
で
結
果
を
決

定
し
て
診
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
る
と
い
え

ま
し
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の

経
験
と
知
識
が
要
求
さ
れ
る
の
で
す

が
、
今
年
か
ら
は
超
音
波
診
断
や
乳

房
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
か
で
き
る
検
診

車
も
活
躍
し
て
お
り
、
精
密
な
検
査

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
統
計
を
み
ま
す
と
、
我
国

で
は
胃
癌
や
子
宮
癌
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
食
生
活

の
変
化
や
衛
生
環
境
の
改
善
に
よ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
、
し
か
し
一
方

で
は
、
脂
肪
摂
取
量
の
増
加
と
い
う

食
生
活
の
向
上
が
、
乳
癌
発
生
率
の

上
昇
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
事
実

の
よ
う
で
す
。
あ
と
十
年
も
経
て
ば
、

胃
癌
と
同
じ
く
ら
い
の
数
に
な
り
そ

う
だ
と
い
う
学
者
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。　

と
こ
ろ
で
、
乳
癌
の
予
後
を
よ
く

す
る
に
は
、
何
よ
り
も
早
期
に
病
気

を
発
見
し
て
、
適
切
な
治
療
を
行
な

う
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
為
に
は
、

予
防
医
学
の
立
場
か
ら
年
に
一
度
の

集
団
検
診
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
　
「
自
己
検
診
法
」
を
よ
く
理

解
し
て
、
自
分
で
乳
房
を
さ
わ
っ
て

み
て
「
胸
に
一
物
の
あ
る
方
」
、
す
な

わ
ち
“
し
こ
り
”
の
あ
る
方
は
、
す

ぐ
最
寄
り
の
外
科
医
に
相
談
な
さ
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
今
年
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

や
、
　
「
自
己
検
診
法
」
の
バ
ン
フ
レ

一
ト
が
必
要
な
方
は
、
刈
田
病
院
か

市
衛
生
課
に
相
談
な
さ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。
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　　　全校生でイモ煮会

〆篭　べF　サ
ル　、

　福岡中学校では、このほど学校そばの白石河原で全

校生いっしょのイモ煮会を開きました。昨年は卒業

記念にと3年生だけやったが、1・2年生もいっし

ょにとの意見が出て、今年は全校生でのイモ煮会と

みった。生徒たちは、班ごとにカマドを作ってさっ

そく料理に取り組み、イモやネギなどを慣れない手

つきながら一生懸命にトントン。お

昼近くには河原いっぱいおいしそう

なにおいが漂い、みんなそろって「い

ただきま～す」。白石川の流れを見な

がら食欲の秋を楽しんでいました。

厚鞭4　　　憂

藤羅，挫、塞薙欝

鑛灘・
　籔　　　　　　　亜

　　　　　　卿黄葺、．蹄　　　、瑠、

ホームまつり

圃場整備事業記念碑建立

　白石市北部地区の県営圃場整備事

業が約十年の歳月をかけて終了し、

白石市福岡土地改良区では福岡公民

騨欝
パ
轟

裟彰

　勤労青少年ホーム「益岡城」のヤングたちが主催

した”ホームまつり’〆がこのほどにぎやかに繰り広

げられました。同ホームは昼間仕事を持つ若者の余

暇利用の場として設けられ、日本舞踊、料理、スポ

ーツなどの講座・サークルに楽しんでいるが、ホー

ム祭は年1回の発表の場。当日はあいにくの空模様

館に記念碑を建立、10月8日除暮式を行いました。こ

の事業は、対象面積か332．8ヘククーノしグ刺地、総工

費9億2千4百万円で大型圃場に整備されました。

だったが、前回に負けないほどの人

出．ブログラムも出店も若者向けだ

けでなく、ちびっ子から大入まで幅

広い層が楽しめる内容。ホームの中

は終日ヤングのエネルキーではちき

，れんばかりでした。

市民体育大会
恒例の第52園市民体育大会が秋晴

れの体育の日に行われました。

町内・地区対抗、個八競技、団体

競技など趣向をこらした競技種目に熱戦が展開され、

とくに綱引き、玉入れなどに熱か入っていたようで

す。今年の優勝は本郷第三地区てした。

露 饗　　蓄
甥

燈

鍔

夷
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

馨

方
形
で
、
伐
い
も
の
は
地
表
　
位
の
状
況
等
か
ら
弥
互
ロ
仕
の
蟹
穴

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
几
で
硫
認
　
住
居
跡
の
可
能
性
か
強
い

深
い
も
の
は
約
尾
十
セ
ン
チ
　
　
出
土
し
た
弥
生
i
雛
片
は
、
一
て
の

ル
の
．
面
で
碓
認
さ
れ
た
　
　
　
形
状
や
　
肩
う
か
ら
十
三
塚
ハ
桜
井
）

は
確
認
の
み
て
粘
葭
は
行
わ
　
式
期
の
も
の
と
、
天
．
上
山
式
期
の
も

た
が
、
土
師
器
や
墳
恵
群
か
　
の
と
か
あ
る
　
ど
ち
ら
も
弥
生
時
代

確
認
血
か
ら
出
土
し
で
、
い
る
　
後
期
に
属
す
る
土
群
片
て
す
。

の
種
類
と
し
て
は
、
日
常
雑
　
　
市
内
で
、
同
時
期
の
土
器
片
を
出
土

る
鼠
（
か
め
》
、
圷
（
つ
き
）
　
す
る
遺
跡
は
、
深
搾
の
砂
畑
遺
跡
や

土
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　
ぺ
宮
の
蔵
工
開
拓
上
・
中
・
下
各
遺

、
本
遺
跡
北
東
部
分
の
地
表
　
跡
等
で
、
あ
り
、
今
回
の
よ
う
に
低
地

ノ
ー
ト
几
か
ら
多
数
の
弥
生
　
か
ら
出
土
し
た
の
は
初
め
で
、
で
、
あ
る

か
出
土
し
、
そ
の
直
下
か
ら
　
　
こ
の
た
ひ
の
月
　
1
　
〕
禍
の
範
囲

考
え
ら
れ
る
落
ち
こ
み
か
硲
　
は
訓
猷
．
区
束
側
の
水
田
に
も
の
び
て

た
　
未
粘
査
な
の
て
止
硫
さ
　
い
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
、
今
後
の
調

が
、
遺
物
ゐ
出
土
状
況
や
層
　
査
か
期
待
さ
れ
る

1猟。　　　　　　■　　　　　　“

圏
團
四
國
圃
　
　
　
　
工
騨
i
薦
鯵
難
齢
尋

　
　
　
　
　
　
発
掘
調
査
終
る
　
　
　
隆
、
、
里
・
｛
元
形
土
師
器
が
出
土
し
て
、
、
、
れ
、
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ド
ト
ノ
グ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
大
鷹
沢
三
沢
字
室
場
地
内
　
　
　
　
　
　
本
遺
跡
が
東
北
新
幹
線
路
線
敷
と
　
　
争
回
は
確
認

　
教
育
委
員
会
が
調
査
主
体
レ
」
な
っ
　
　
遺
跡
は
東
北
本
線
白
．
石
駅
の
南
方
　
な
リ
、
昭
和
四
十
七
年
及
び
昭
和
四
　
な
か
っ
た
が
、

て
七
月
十
八
日
か
ら
遺
榔
硯
認
調
査
　
約
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
　
十
九
年
に
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
よ
　
住
居
跡
確
認
一
園

を
実
施
し
た
い
、
口
津
川
遺
跡
の
概
要
が
　
白
．
石
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
北
流
す
る
　
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
．
、
出
土
遺
　
　
上
器
の
種
類

こ
の
ほ
ド
」
明
ら
か
に
な
け
ま
し
た
．
、
　
斎
か
川
と
、
東
方
山
塊
に
源
を
発
す
　
物
は
弥
生
土
器
、
伽
師
器
、
獅
感
誰
　
　
器
で
あ
る
鼠
（

　
今
回
の
調
査
は
、
新
幹
線
新
白
。
引
　
る
谷
津
川
と
か
合
流
す
る
か
、
遺
跡
　
中
世
陶
雛
等
が
出
土
し
た
　
遺
構
は
　
等
か
出
土
し
て

駅
前
の
区
画
整
理
地
内
に
遺
跡
が
存
　
は
台
流
地
点
付
近
に
あ
り
、
両
河
川
壁
面
が
焼
け
て
赤
化
し
た
焼
土
遺
構
　
　
ま
た
、
本
遺

在
す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
遺
構
の
　
に
よ
（
で
、
形
成
さ
れ
た
標
高
約
四
十
　
一
基
か
発
見
さ
れ
て
い
る
　
こ
の
中
　
下
約
一
ノ
ー
ト

範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
　
メ
ー
ト
ル
程
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
　
か
ら
火
葬
骨
片
、
古
銭
等
が
出
土
し
　
土
器
片
か
出
土

す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
こ
と
か
ら
中
世
の
火
葬
施
設
　
遺
構
と
考
え
ら

鱒
，
一
垂
、
一
こ
．
講
輔
難
懸
．
、
、
．
．
顎
へ
．
－
，
，
，
，
『
と
離
畿
　
±
鰐
、
錘
躰

議魏饗・．

灘
饗
郵
　
　
　
一

8



蔵
本
平
屋
敷

　
　
　
村
上
照
男

山
岳
競

　
　
　
　
　
国

体技

にで

　
ガ
ッ
シ
リ
し
た
体
に
、
た
く
ま
し

く
日
焼
け
し
た
顔
、
体
全
体
か
ら
山

に
魅
せ
ら
れ
た
男
の
臭
い
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
村
上
照
男
さ
ん
。
こ
の

ほ
ど
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
栃
璽
馨

国
体
に
山
岳
競
技
成
年
男
子
の
部
で

県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
。

　
山
に
は
北
ア
ル
プ
ス
に
魅
了
さ
れ

て
、
か
れ
こ
れ
十
五
、
六
年
登
り
続

け
て
い
る
と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
。
初

め
の
頃
は
一
入
で
山
登
り
を
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
市
内
の
山
岳
団
体
で

あ
る
白
峰
会
に
入
会
、
い
ま
山
行
時

さ
ん

に
出
場

に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
登
山
、
ス
キ
ー
、
野
球
と

ス
ポ
ー
ツ
な
ら
な
ん
で
も
O
K
と
い

う
村
上
さ
ん
は
、
そ
の
持
前
の
腕
を

買
わ
れ
、
現
在
白
石
市
体
育
指
導
委

員
を
務
め
て
い
る
。
夏
休
み
な
ど
は

毎
日
欠
か
さ
ず
ラ
ジ
オ
体
操
、
ゾ
フ

と
ボ
ー
ル
の
指
導
を
行
な
っ
て
お
り
、

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で

自
分
の
趣
味
を
通
し
て
体
を
鍛
え
な

が
ら
各
方
面
に
幅
広
い
活
躍
を
し
て
叫
、

い
ま
す
。

ち

φ
栄子さん

年
貰

6
島

懸
大
鷹
沢
小
学
校

ぞ齢

駕．

癖
、
」

・
懸
、

鍛拶

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
は
、
歴
史
は

古
い
け
れ
ど
も
校
舎
は
、
今
年
で
き

た
ば
か
り
の
新
し
い
学
校
で
す
。
大

鷹
沢
五
丁
目
の
小
高
い
丘
に
白
く
明

る
い
感
じ
の
す
る
近
代
的
な
学
校
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
学
校
で
す
。

　
校
舎
の
中
に
入
る
と
、
音
楽
室
は

ジ
ュ
ー
タ
ン
が
し
き
つ
め
ら
れ
て
い

て
、
気
持
ち
よ
く
歌
が
う
た
え
る
感

じ
で
す
。
二
八
用
の
オ
ル
ガ
ン
で
ヘ

ッ
ド
ホ
ー
ン
が
つ
い
て
い
ま
す
。
フ

ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
四
卜
、
バ
イ
オ

リ
ン
の
音
が
だ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ら
せ
ん
か

い
だ
ん
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
電
燈
は
、

天
井
か
ら
し
ゃ
ぼ
ん
玉
が
ぶ
ら
さ
が

週
間
ず
つ
A
グ
ル
ー
プ
・
B
グ
ル
ー

ブ
に
わ
か
れ
て
食
事
を
し
ま
す
．
．
A

グ
ル
ー
プ
は
、
二
年
二
一
一
年
・
五
年

で
す
。
B
グ
ル
ー
プ
は
、
一
年
・
四

年
・
六
年
で
す
。
一
年
生
の
め
ん
ど

う
見
た
り
、
話
し
な
が
ら
食
べ
る
の

も
、
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
水
曜
日
の
三
時
間
目
に

ア
ス
ナ
ロ
タ
イ
ム
と
い
う
集
会
活
動

が
あ
っ
て
、
た
ん
じ
ょ
う
集
会
の
時

に
は
、
そ
の
人
の
手
型
を
わ
た
し
ま

す
。
十
の
た
て
わ
り
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
っ
て
お
り
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
対
こ

う
で
、
か
る
た
と
り
、
伝
言
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
、

こ
の
間
の
ア
ス
ナ
ロ
タ
イ
ム
で
と
う

も
ろ
こ
し
の
収
か
く
を
し
ま
し
た
。

で
も
あ
ま
り
手
入
れ
を
し
な
か
っ
た

の
で
少
し
し
か
実
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
本
を
二
入
で
わ
け
た
く

ら
い
ず
つ
全
校
生
徒
に
ま
わ
り
ま
し

た
，
あ
ま
く
で
、
と
で
、
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
．

　
今
、
校
庭
の
横
で
は
屋
体
を
建
て

で
、
い
ま
す
　
み
ん
な
は
や
く
立
派
な

屋
体
か
で
き
る
よ
う
に
と
ね
か
っ
で
、

い
ま
す
　
全
校
生
徒
は
百
べ
十
四
人

で
、
す
　
み
ん
な
仲
が
よ
ー
で
、
、
先
生

と
も
友
達
の
よ
う
で
、
す
．
こ
れ
か
ら

も
仲
の
よ
い
大
鷹
沢
小
学
校
で
、
い
で
、

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
．

／0

か
レ
塗
鱒

．
消
費
貴

虫
干
し
と

　
　
　
防
　
虫
　
剤

　
異
常
気
象
で
家
の
中
が
湿
気
の
た

め
に
押
入
れ
や
、
タ
ン
ス
の
衣
類
が
か

ひ
て
お
り
ま
せ
ん
か
。
衣
類
を
美
し

く
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
も
、
日

頃
の
手
入
れ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
秋
貼
れ
続
き
の
空
気
の
乾
燥
し
た

日
に
窓
を
明
け
て
風
通
し
を
良
く
し

風
の
方
向
と
．
平
行
に
部
屋
の
中
に
ロ

ー
ブ
を
わ
た
し
、
外
出
着
や
礼
服
な

ど
を
虫
．
干
し
し
ま
し
ょ
う

ま
た
タ

ン
ス
の
引
き
出
し
や
衣
装
箱
も
同
じ

よ
う
に
干
し
て
く
だ
さ
い
．
時
間
は

底
置
Y

十
酷
畷
よ
り
二
鴎
頃
ま
f
、
の
四
時
間

位
の
間
に
干
し
ま
し
よ
う
．
し
ま
い

灘
繍
類
齢
蝿
謙
％
果

ま
し
ょ
う
衣
智
て
い
ね
い
に
ブ
結

堕
、
鞘
踊
噛
彗
誠
．
査

ナ
フ
タ
ー
ン
、
ハ
ラ
ジ
ス
7
ル
ベ
調

、
、
ゾ
ー
ル
剤
が
あ
り
ま
す
．
防
虫
剤
圏

は
｝
種
類
だ
け
使
用
し
、
二
秤
知
以

上
ま
ぜ
て
熔
し
ま
す
と
禦
客
タ

緩
．
た
り
、
化
学
反
応
を
お
こ
或
二

紬
組
製
品
に
し
み
を
つ
け
た
り
、
金

糸
銀
糸
車
変
さ
せ
ま
す
ま
た
モ

1日（白石市）

購
鋒
π
湯
螺
理
蝶
琵
活
朋

ル
と
高
じ
引
き
出
し
に
し
ま
っ
て
生
畔

鞍
と
発
泡
ス
チ
．
ー
ル
製
男
収
費
照

糟
協
監
勤
欝
戯
簸
消
朋

ま
し
よ
う
・
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

前年同q
纐烙酵比

月
比

繭
格

対
衝

均乎最低最高銘柄・規格名品

｝
　
0

0
　
ウ
］

円1

245
0十

一
ナ
　
　

円
2

十
一

294，5268310
1L9上白糖糖砂

1254260．5533．S460580
轍造濃口2吐
　　　甑代含み

しょう油

lo9511△1．1△6．4555，0500600
1，650g（1．8セ1天ぷら油

120161oo193．3178200
　　　　1等粉薄力粉
　　　　1　k9

粉麦」

1111212．93，8133．812U15し】
斤1並食ン食

9935911〔1

354．9348368

0ウ
】156ou67。46270

992031
ゴ1o21）1．4185225

カ1レトン人1）

　1学225g
JAS　100g
中華めん　1テ

Lノ升225呂1ケ，

カルトン入㌧1）

ク　ーノ

即　　　席
ツー　メ　ー

〆
リカ㎜マ

1234ウ一い
り

L1u400400400
皿並

ス

カ
ろ

lIo198．ご135O∩
・
り

り
一

1．5ワ
一

ウ
一152，3130180

122929Go1．137．51，0001，200

隔30cm長さ2（）m

　　L　巻
尋00枚（200組）

i氏　稿　天　り

小学生調髪1回
　1洗髪含む1

フラ

ユ
㎜

f
一

テ
ベ

ト粒髪理

1“84，516
L1〔’1

4，857，14．0006．000

一
　
三
己

ト
セ

一
　
唖

14U1．735△8．8△25⊂12．577，62．400コ』41－II
5m1（10．46kg〕

ネント料

ロフロ’く，

ガ　 ス

214686△0．2△2．51，468．81．3001．550

18ピ

（配達料込み
油灯

大野寿美子さん（白川）

大
根
葉
チ
ャ
ー
ハ
ン

　
　
【
材
料
】
ご
飯
一
人
分
、
大
根

集
二
十
五
一
“
．
、
卵
】
個
、
焼
き
豚
十

ム
．
、
チ
ー
ズ
十
戸
一
、
、
植
物
油
、
塩
、

し
ょ
う
紬
少
々

　
　
【
作
リ
方
】

⊂
大
根
葉
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
、
み
し

　
ん
切
リ
に
し
水
け
を
絞
る
．
、

②
焼
き
豚
、
チ
ー
ズ
は
五
ミ
リ
角
に

　
切
る
、

③
卵
は
い
り
卵
に
し
て
お
く
、

④
フ
ラ
イ
ハ
ン
に
油
を
熱
し
、
大
根

　
葉
を
い
た
め
、
焼
き
豚
と
チ
ー
ズ

　
を
加
え
、
塩
、
し
よ
う
汕
で
味
を

　
と
と
の
え
る

⑮
こ
の
・
甲
に
ご
飯
と
い
り
卵
を
加
え

　
具
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
、

ネ
ト
〉

エ
ン
ツ

省
イ
タ

の
㌘

家
ツ
気

が
工
電

わ
チ
く

　協＝肺、ξ苗げ文に含オー・せてノくきさへ・

「7　1数をきめていますか

　下にはシュークンやマ　トを
ト敗いていまド掌力、

　小さすきるコケげ1」1・けを用い

ていませ、しカ・．

　二まめにヴ、1’　チを切一，てい

ますか．

　‘，1、、1度r、周’rとU∫換ツ、1’　チをこ

ま∫へにrJ－1・1砂1してし・ますヵ・

　亦舛曲1弓ンワ．　卜《1嗣板はきれ

いになへていますか、

ノ／



昂
さ
孝
ぎ
あ
墾
柔

ヤ
マ
ン
バ

』
コ
ー
一

　
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
ろ
に
、
お
ず

ん
つ
あ
ん
ど
、
お
ば
ん
つ
あ
ん
が
、

な
が
え
ぐ
暮
ら
す
っ
た
ん
だ
ど
。
あ

る
日
の
ご
ど
、
お
ず
ん
つ
あ
ん
が
、

く
り
だ
ん
ご

栗
団
子
で
も
食
う
べ
ー
ど
思
っ
て
、

　
　
　
　
し
ろ
　
　
　
　
　
　
え

山
さ
栗
コ
拾
え
さ
行
っ
た
ん
だ
ど
．

み
ん
な
拾
っ
た
あ
ど
な
ん
で
、
さ
っ

　
　
　
お

ぱ
り
、
落
ず
で
ね
ー
が
っ
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

ほ
ん
で
、
あ
じ
ら
め
で
、
山
ば
下
り

で
き
た
っ
け
エ
（
き
た
ら
）
、
頭
の

上
さ
、
コ
ツ
ン
と
落
ず
で
き
て
、
ポ

タ
ン
と
フ
ゴ
さ
入
っ
た
も
の
が
あ
る

ん
だ
ど
。
ま
が
っ
て
（
の
ぞ
い
て
）

見
だ
っ
け
エ
、
ち
ゃ
っ
こ
え
（
小
さ

　
　
す
ば
ぐ
り

い
）
柴
栗
だ
っ
た
ん
だ
ど
。

　
ほ
れ
が
ら
、
お
ず
ん
つ
あ
ん
は
、

え家
さ
つ
ぐ
な
り
、
　
「
お
ば
ん
つ
あ
ん

た
っ
た
一
づ
、
柴
栗
ば
拾
っ
て
き
た

」
ど
ゆ
っ
て
、
て
の
ひ
ら
さ
の
し
エ

だ
っ
け
エ
、
し
と
ん
で
、
パ
ッ
ク
リ

割
れ
で
、
め
ん
こ
え
、
お
な
ご
わ
ら

す
（
女
の
子
供
）
が
出
て
き
た
ん
だ

ど
。
二
人
は
、
こ
え
ず
ば
、
神
さ
ん

　
　
　
さ
ず

か
ら
の
授
が
り
も
ん
だ
べ
ー
と
思
っ

て
、
栗
コ
姫
と
名
付
げ
で
、
ほ
れ
ご

そ
、
め
ん
こ
玉
に
す
て
、
　
（
大
切
な

玉
の
よ
う
に
し
て
）
お
が
す
た
（
育

⑳
菅
野
新

て
た
）
ん
だ
ど
。

　
栗
コ
姫
は
、
日
に
日
に
、
お
っ
き

ぐ
な
っ
て
、
あ
る
長
者
の
家
が
ら
、

な
ん
で
か
ん
で
（
是
非
と
も
）
嫁
ご

に
欲
す
え
っ
て
願
わ
れ
だ
ん
だ
ど
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ご
ど
ば
聞
じ
づ
げ

だ
ヤ
マ
ン
バ
（
山
姥
）
が
、
と
な
り

の
娘
コ
に
化
げ
で
や
っ
て
き
た
ん
だ

ど
。
ほ
ん
ど
じ
（
そ
の
と
き
）
、
ち

ょ
う
ど
、
お
ず
ん
つ
あ
ん
ど
、
お
ば

　
　
　
　
　
　
ま
ず

ん
つ
あ
ん
が
、
町
さ
嫁
入
り
道
具
ば

買
え
さ
径
っ
た
ん
だ
ど
。
留
守
番
す

て
だ
栗
コ
姫
ば
、
う
ま
ぐ
だ
ま
す
て

山
さ
し
エ
で
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
の
途

ず
　中

で
、
ヤ
マ
ン
バ
が
、
急
に
栗
コ
姫

　
ゐ
モ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

さ
襲
が
が
っ
て
、
着
物
ば
剥
ぎ
と
っ

た
ん
だ
ど
。
ほ
す
て
、
松
の
木
さ
、

じ
っ
つ
り
（
し
っ
か
り
と
）
ゆ
っ
つ

げ
だ
ん
だ
ど
。
ほ
れ
が
ら
、
今
度
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
け
ド

栗
コ
姫
に
化
げ
で
、
家
さ
帰
っ
て
き

て
、
、
お
ず
ん
つ
あ
ん
ど
、
お
ば
ん
つ

あ
ん
は
待
っ
て
だ
ん
だ
ど
。

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ

　
次
の
日
、
ヤ
マ
ン
バ
は
、
赤
え
ク

ラ
ば
つ
け
だ
馬
さ
ぬ
っ
て
（
の
っ
て
）

長
者
の
家
さ
、
嫁
に
行
っ
た
ん
だ
ど
．
．

ほ
う
す
て
、
山
道
さ
か
が
レ
・
た
ら
、

何
十
羽
ど
ゆ
・
り
ト
ン
ビ
が
お
空
が
ら

下
り
で
き
て
、
「
栗
コ
姫
ば
ぬ
し
エ
ね

ー
で
（
の
せ
な
い
で
）
、
ヤ
マ
ン
バ

ぬ
し
エ
で
だ
　
ピ
ン
ト
ロ
ロ
ー
、
ピ

ン
ト
ロ
ロ
ー
」
ど
鳴
じ
な
が
ら
、
馬

の
上
ば
グ
ル
グ
ル
回
っ
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ラ
だ

ほ
ん
で
、
馬
が
た
ま
げ
で
総
立
ず
に

な
っ
た
も
ん
だ
が
ら
、
ヤ
マ
ン
バ
が
、

ド
ス
ー
ン
と
、
ま
ぐ
れ
落
ず
だ
ん
だ

ど
。
化
げ
の
皮
が
は
げ
だ
ヤ
マ
ン
バ

は
、
山
の
方
さ
、
一
目
散
に
、
逃
げ

で
行
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
う
す
た
ら
バ

ト
ン
ビ
が
、
「
栗
コ
姫
が
泣
え
で
だ
ど

ー
。
あ
っ
つ
の
山
で
泣
え
で
だ
ど
ー

ピ
ン
ト
ロ
ロ
ー
、
ピ
ン
ト
ロ
ロ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
ど
鳴
じ
な
が
ら
飛
ん
で
行
っ
た
ん

だ
ど
。
む
ご
殿
が
、
た
ま
げ
で
、
ほ

っ
つ
（
そ
っ
ち
）
の
方
さ
走
っ
て
行

っ
て
見
だ
ん
だ
ど
。

　
ほ
す
て
、
松
の
木
の
下
で
、
ま
っ

ぱ
だ
が
に
さ
れ
で
、
オ
ー
エ
、
オ
ー

エ
ど
泣
え
で
だ
栗
コ
姫
ば
助
け
出
す

た
ん
だ
ど
。

　
ほ
れ
が
ら
、
二
人
す
て
山
ば
下
り

　
　
　
　
　
や
　
ず

で
き
た
ら
、
谷
地
の
カ
ヤ
の
な
が
に

ヤ
マ
ン
バ
が
、
か
ぐ
れ
で
え
だ
ん
だ

ど
。
む
ご
殿
が
サ
ヴ
と
刀
ば
抜
え
で

切
り
ず
げ
だ
ん
だ
ど
。
ヤ
マ
ン
バ
は
、

ポ
タ
一
、
ポ
タ
ヴ
と
、
血
ば
た
ら
す

な
が
ら
、
　
一
目
散
に
逃
げ
で
行
っ
た

ん
だ
ど
．
カ
ヤ
か
赤
ぐ
ぶ
ず
で
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

は
（
斑
点
が
あ
る
の
は
）
こ
の
血
の

あ
ど
な
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
、
め
で
た

す
。
チ
ャ
ン
　
チ
ャ
ン
。

、

爪
．

む
が
す
、

、
》

の
え
L
産
婆
さ
ん
が
、

あ
る
真
夜
な
が
の
ご
ど
、

男
が
、
　
「
と
な
り
の
村
の
者
だ
げ
ん

と
も
、
お
が
だ
（
女
房
）
が
、
お
産

で
苦
す
ん
で
っ
か
ら
、
な
ん
と
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
げ

で
け
ね
ー
べ
が
」
ど
ゆ
っ
て
迎
え
さ

き
た
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、
産
婆
さ
ん

　
み
　
じ
た
し

が
身
仕
度
し
て
外
さ
出
だ
ら
ば
、
男

　
ら
よ
う
ち
ん

は
提
灯
ば
照
ら
す
な
が
ら
、
先
さ
立

っ
て
案
内
す
た
ん
だ
ど
。
と
て
も
難

産
で
、
な
ん
と
、
な
ん
と
、
三
つ
子

だ
っ
た
ん
だ
ど
。
男
は
、
う
ん
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぽ
う

ろ
ご
ん
で
、
お
礼
に
三
方
さ
、
い
っ

ぱ
い
、
銭
ば
出
す
た
ん
だ
ど
。
朝
起

じ
で
見
だ
ら
ば
、
ほ
れ
が
な
ん
と
、

木
の
葉
だ
っ
た
ん
だ
ど
。
そ
れ
が
ら

ど
う
い
う
も
の
は
、
毎
日
の
よ
う
に

戸
口
さ
維
だ
の
鴨
だ
の
ば
お
い
で
あ

ん
の
で
、
産
婆
さ
ん
は
、
こ
れ
は
き

っ
と
、
孤
の
恩
返
す
だ
べ
ー
ど
思
っ

た
ん
だ
ど
さ
。
そ
れ
で
お
す
め
ー
、

ノ
ナ
ヤ
ン
、
チ
ャ
ン
。

あ
っ
と
ご
ろ
に
、
評
判

　
　
　
え
だ
ん
だ
ど
。

　
　
　
　
　
知
ら
な
い

なみ

のん

図
書
館

対
談
ち
ょ
っ
と
キ
ザ
で
、
す
か

　
今
日
は
磯
村
で
す
　
　
磯
村
尚
徳

日
本
の
白
書
　
昭
和
五
十
五
年

　
　
　
　
　
日
本
情
報
教
育
研
究
会

碧
厳
録
碩
　
　
　
　
　
　
服
部
顕
道

軍
政
と
受
難
　
　
　
　
　
丁
・
K
生

第
三
の
波
　
　
ア
ル
ビ
ン
ト
フ
ラ
ー

羽
仁
説
子
の
本
全
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
仁
説
子

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
話
・
全
十
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
文
社

日
本
人
に
謝
り
た
い

　
　
　
　
モ
ル
デ
カ
イ
・
モ
ー
ゼ

定
年
白
書
　
高
年
令
雇
用
開
発
協
会

■
み
や
ぎ
の
む
か
し
ば
な
し
　
第
三
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
放
送

飛
鳥
へ
、
そ
し
て
ま
だ
見
ぬ
子
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
和
清

干
島
は
生
き
て
い
る
　
　
票
原
　
康

健
康
で
さ
わ
や
か
梅
百
話

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
紘
斉
外

日
曜
日
の
お
し
ゃ
べ
り
　
草
柳
大
蔵

美
し
い
部
屋
　
　
　
主
婦
と
生
活
社

宮
城
県
芸
術
年
鑑
昭
和
五
十
四
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県

大
い
な
る
企
て
　
上
下
　
堺
屋
太
一

小
説
の
読
み
か
た
　
　
　
猪
野
謙
二

無
窮
花
よ
永
遠
に
　
　
金
大
中

優
し
さ
ざ
つ
こ
　
　
　
　
今
江
祥
智

　
　
子
ど
も
の
本
．
「

ポ
ー
ル
ガ
ル
ド
ン
昔
話
　
　
九
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佑
学
社

　
一
年
生
に
な
っ
た
ぞ
ワ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
崎
有
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
書
房

よ
く
釣
れ
る
川
釣
り
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
部
昭
忠

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
イ
テ
ア
工
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
明
協
会

ね
こ
ね
こ
え
ほ
ん
　
五
冊

　
　
　
　
　
　
　
さ
か
た
ひ
ろ
お

こ
ど
も
の
科
学
絵
本
　
八
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佑
学
社

ス
ー
パ
ー
カ
ー
世
界
の
名
車
全
百
科

霧
轡
年
鑑
　
朝
癖
甦

ザ
・
ス
！
ー
リ
ィ
オ
ブ

　
　
　
　
　
ミ
ユ
ー
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
ニ
コ
ラ
ス
・
’
1
！
κ
γ
マ
ン

ノ2

な
蜘
で
鵡
短
ろ
う

飯
沼
寅
治

（
市
史
編
さ
ん
委
員
）

生
ー
　
豪
商
兼
竹
溝
右
工
門

　
同
家
は
初
代
清
右
工
門
が
山
崎
家
　
と
改
姓
し
た
。
米
竹
清
右
工
門
と
名

か
ら
分
家
し
て
母
方
の
佐
藤
の
姓
を
　
の
っ
た
の
は
、
五
代
か
ら
九
代
ま
で

名
の
り
越
河
に
居
住
し
た
が
、
三
代
、
　
の
五
人
の
当
主
で
あ
る
。

清
右
工
門
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
　
　
「
刈
田
郡
誌
」
に
見
え
る
米
竹
和

に
白
石
長
町
に
移
り
住
み
山
崎
姓
に
　
藤
治
は
、
五
代
清
右
工
門
で
、
天
保

復
し
、
次
第
に
産
を
成
し
、
献
金
し
　
大
飢
鐘
の
あ
と
、
白
石
川
下
流
外
河

て
士
分
と
な
り
、
五
代
の
時
に
米
竹
　
原
（
ア
ツ
ギ
ナ
イ
ロ
ン
工
場
付
近
）

二

『一
　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　＝亡　　　　　　　　　　　｝ユ　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　＝［　　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　　昏q　　　　　7　　　　一　　　電　　9＝』　一9『

立宿
歌

茜属
壇

〈
応
募
規
定
〉

一
入
短
歌
三
首
、
俳
句
三
句
以

内
、
作
品
は
、
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
応
募
す
る
壇
名
を
は
っ

き
り
書
き
、
桜
小
路
三
五
市
役

所
総
務
課
広
報
係
へ
。
短
歌
、

俳
句
の
併
記
は
不
可
。

川
股
兵
三
選

久
々
に
帰
省
の
吾
子
と
墓
道
を
行
け
ば
群
咲
く
撫
子

の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

汗
垂
れ
て
雑
草
と
れ
ば
ど
く
だ
み
の
匂
い
風
吹
く
お

盆
近
き
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

降
り
注
ぐ
雨
に
打
た
れ
し
く
ち
な
し
の
花
の
香
う
す

く
や
カ
て
散
リ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
代

盆
市
の
花
に
ま
し
り
て
蓮
の
葉
に
の
せ
し
根
生
姜
の

紅
｛
べ
に
）
み
す
み
す
し
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

霧
雨
に
山
鳩
の
声
く
ぐ
も
り
て
あ
お
き
繁
み
に
揺
れ

る
影
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

雨
降
り
て
庭
石
ぬ
る
る
か
た
わ
ら
に
秋
海
業
は
た
わ

み
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

新
緑
の
山
肌
踏
み
て
ひ
と
日
を
ば
土
の
香
嗅
ぎ
て
早

蕨
採
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

薪
く
べ
て
沸
く
湯
待
ち
つ
つ
壁
に
寄
り
聞
く
は
雨
音

し
ま
ひ
湯
わ
び
し
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

悩
ま
し
き
冷
夏
に
減
反
の
青
田
刈
る
農
夫
の
姿
い
と

も
痛
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
賓

数
十
町
歩
を
開
墾
し
て
良
田
を
開
き
、
ら
製
糸
界
に
も
進
出
し
、
八
代
目
と
　
八
と
共
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

庶
民
を
救
、
つ
と
共
に
家
産
を
ふ
や
し
　
共
に
、
二
十
一
年
ご
ろ
か
ら
山
崎
組
　
　
八
代
の
時
、
明
治
二
十
七
年
に
は

た
。
七
代
清
右
工
門
こ
ろ
は
麹
・
味
　
を
結
成
、
刈
田
郡
の
養
蚕
農
家
は
も
　
山
崎
組
の
製
品
は
米
国
の
コ
ロ
ン
ブ

噌
．
醤
油
製
造
販
売
、
呉
服
商
を
営
　
と
よ
り
、
宮
城
県
内
、
そ
し
て
、
さ
　
フ
、
博
覧
会
に
入
賞
し
た
。
彼
は
そ
の

み
、
地
主
で
大
農
も
行
い
、
そ
の
屋
　
ら
に
福
島
、
岩
手
、
青
森
三
県
下
ま
　
後
、
生
糸
の
定
期
相
場
で
巨
利
を
収

敷
は
丹
野
洋
服
店
、
川
井
分
店
、
菊
　
で
契
約
農
家
を
ふ
や
し
て
揚
返
工
場
　
め
、
三
十
年
代
初
め
に
は
横
浜
市
場

万
雑
貨
店
に
ま
た
が
り
、
六
棟
の
倉
　
を
直
営
し
、
　
「
国
光
」
と
い
う
商
標
　
の
大
半
の
生
糸
を
買
い
占
め
、
信
州

庫
を
も
つ
広
大
な
も
の
だ
っ
た
。
明
　
の
生
糸
を
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
に
　
片
倉
家
と
対
立
し
た
と
言
わ
れ
る
ほ

治
十
五
年
の
宮
城
県
長
者
番
付
で
は
　
い
た
っ
た
。
彼
は
常
に
横
浜
に
滞
在
　
ど
の
豪
商
と
な
っ
た
が
、
三
十
三
年

郡
部
で
は
最
高
位
の
東
大
関
の
地
位
t
て
い
て
第
一
銀
行
頭
取
渋
谷
栄
一
　
の
大
暴
落
で
、
さ
し
も
の
米
竹
家
も

を
占
め
て
お
り
、
地
方
随
｝
の
金
満
　
な
ど
と
も
親
交
が
あ
り
、
明
治
二
十
　
没
落
す
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、

家
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
鉄
道
開
設
に
は
、
率
先
自
分
の
土
　
実
業
家
と
し
て
地
方
発
展
に
寄
与
し

　
投
機
心
が
強
く
て
気
の
大
き
か
っ
　
地
を
提
供
し
て
白
石
駅
開
設
を
促
が
　
慈
善
家
と
し
て
地
方
民
を
救
っ
た
恩

た
七
代
目
は
、
明
治
十
三
年
ご
ろ
か
　
し
、
従
兄
で
、
義
兄
に
あ
た
る
上
西
国
　
恵
は
長
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

久
々
の
日
射
し
に
碧
き
庭
の
隅
木
々
の
葉
ず
え
の
光

柔
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

一
日
の
疲
れ
に
ほ
て
る
足
裏
を
夜
風
に
向
け
て
聞
く

秋
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

ひ
さ
び
さ
に
星
の
夜
空
の
美
し
く
窓
辺
に
蜘
蛛
は
銀

糸
か
け
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

紫
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
し
め
し
ご
と
一
面
に
小
田
の
斜

面
の
カ
タ
ク
リ
の
花
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

爽
や
か
な
朝
風
に
の
り
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
す
が
し
く
揺

る
る
路
傍
の
ポ
プ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
村
上
要
二

は
ま
な
す
の
香
に
包
ま
れ
て
海
鳴
り
を
聞
き
し
国
後

の
砂
丘
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

埋
れ
い
し
古
き
石
臼
庭
に
置
き
水
を
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催し
　　働く婦人の家まつり

　　働く婦人の家では、1年間の受
お

　講生の学習成果の発表展を開催い
知

　たします。みなさんお誘い合って
ら

せご来館下さい・尚今年初めてのこ

板ころみとして、手作り作品のバザ

　一を行います。ほ1）出し物がいっ

　ぱいございますのでお早めにどう

　ぞ。

　　○日時　11月16日（日）

　　　　　10時～15時
　○展示　生花・やきもの・木彫・

　　手芸・洋裁・七宝焼・習字・和

　　裁・手編

　oお茶席　方円流煎茶

　　　　　　1　0目寺～1　40寺

　○催し物

　（D手作り作品のバザー

　　　1　0時～1　4H寺

　（2）詩吟　11時～11時40分

　　社交ダンス

　（3）新舞踊　11時40分～12時

　　　　　　10分
　（4）合唱（ママさんコーラス）

　　12時10分～12時30分
　（5）新舞踊　13時～14時

　o食堂コーナー

　　清安荘うどん・おしるこ・プリ

　　ン。

お　市民ジョギノグ大士

知　第3回体力づくり、トリムマラ

らソン市民ジョギング大会に家族全

せ員で参加してみませんか。

板
　　このマラソンは競技を目的，とし

　た内容ではあ1）ません。自分（7）体

　力に応じて走ったり、歩いたりし

　ながらランニングの方法を覚え、

　体力ぐブくりをするものです。

　じ〉日時　11月16日

　　　　　9時30分集合
　　　　　10時出発

　〉集合場所　白石市営球場

　〉コース　自分で好きなコースを

ノ5

　選んで下さい。

（1）5000m／マラソンコース
　（2〉3000m／

（3）5000mしトリムコース
（4）3000n、∫

　歩いても、走ってもよく時間に

　関係ないマイペース。

　各コース共1時間以内に完走す

　ること。

※参加される方は事前に医師の診

　断を受ける等のボディチッタを

　すること

〉申し込み　白石市教育委貝会・

　社会教育課（留5－2111内

　線411）

　一覇技能講座

　白石高等技術専門校では、次の

技能講座の受講者を募集します。

どなたでも参加できますので、お

友達をお誘い合わせの上、申し込

み下さい。

〉日時　11月14日9時～12時
〉内容　大工道具の使い方

〉受講料無料

〉申し込み方法　ハガキ又は、電

　話で申込み下さい。先着20名

　くわしいことは、白石高等技術

　専門校（費5－2444）へ。

η
④

・
乳

考
会

を四

イ
演

テ

ニ
講

ユコ

　宮城県では新しいふるさとづく

『）の一環として、物質的豊かさか

ら心の豊かさを求めた潤いのある

地域社会を目指すコミュニティ対

策を進めていますが、コミュニテ

ィヘの理解を深めていただくため、

下記のとお1）講演会を開きます。

ご参加下さい。

1＞日∬寺　11月29日　（土）午雀麦1；30

　　　　～4：00

〉会場　宮城県民会館6階第2会

　　　議室

　講師は東京都立大学教授倉沢進

氏。入場料は無料です。

器属立彪祭

　今年も第11回市民文化祭が文化

の日を中心に市民会館で開催され
　　　　　　　　　　　　　　おます。多数のみなさまがおいでに
　　　　　　　　　　　　　　知
なることをお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　ら
〉展示の部
　　　　　　　　　　　　　　せ
　〈美術・書道・陶芸・写真・甲
　　　　　　　　　　　　　　版
冑・工芸・手芸・いけばな等〉

○日時　　1！月1日から4日まで

の4日間。午前9時から午後6時

まで（ただし、4日は午後3時ま
で）

○場所　　市民会館　入場無料

〉芸能の部

　〈邦楽・民謡・舞踊・合唱・器

楽等＞

○日時　　11月3日

　　　　昼部　午後1．00から

　　　　夜部　午後6．00から

O場所　　市民会館入場料200円

離轡轡讐
　ず｝　　「　　　　　　　　　　戸　丁　、　や　　　　　　　　　　　　　　　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　’
　へ　四　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

　』　一　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　　の　デ　ド

墾拳、，

「みやき手帳」の

　あつ堂施にノンヂヂ

　宮城県民のため作られ、県下で

一番広く利用され信頼されている

昭和56年版「みやぎ手帳」（頒布一

冊三百円）をあっせんいたします。

ご希望の方は市秘書企画課（禽5

－2111内線327）または各
出張所、分室へお申し込み下さい。

お
知
ら
せ
板

　ヨ石卓球少年団譲集
　白石卓球少年団では新しく団貝

を募集しますので、ふるって応募

下さい。

〉条件　小学校5年生から中学校

　3年生まで

＞会費　年間千円

〉練習　月1回　白中体育館

〉応募先　白石市本町60　大野芳

　　　　雄暦6－2978
〉締切ll　11月30日まで

　県営住宅入居者募集

　県営住宅の入居者を下記のとお

｝）募集rいたします。

　住宅の概要

〉住宅名　白石寿山住宅

　（白石市緑ヶ丘二丁巨1－6・7）

〉募集戸数　9戸

日刀05

〉家賃　11，100円～13，000円

〉構造型式

〉受付期問

〉受付場所

〉申込用紙

中層耐火5階建

昭和55年11月10日～

11月17日

白石市役所建設課

11月4日から市役所

　　　　建設課で配布します。

　　　講
　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　パ　　ヂ

　　　　　　　　　　　　1　ビ　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　ゴヂ　　　け　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　ぽ　　　ド　へ　　　　あ　

』麟翫議…講

白石陽光園職員募集
社会福祉法入白石陽光園では、

i目

施設（精神薄弱者更生施設白石陽

光園、精神薄弱者授産施設白石あ

けぼの園）職貝を下記のとおり募

集しております。

〉募集人貝　O事務員1名O栄養

　士1名○指導員13名（生活指導

　員6名、作業指導員7名）O指

　導補助貝1名○調理貝2名O運

　転手兼用務員2名

〉応募資格　高等学校卒業以上の

　学歴を有する者、ただし作業指

　導員については下記の課程を修

　了した者、又は修了見込みの者

　①養蚕②園芸③畜産④農業⑤木

　工

〉応募方法及び締切比）　希望者は

　11月20日まで白石陽光園、又は

　白石公共職業安定所に履歴書持

　参のうえ申し込んで下さい。

幼’稚嗜園へ名

所　　在　　地

募集　人員

入　園　資格

入園願書受付

期間

時間

場所

そ　　の　　他

’白　石「第 幼椎園
白石市字亘理町38－1

　　　　TEL6－2347

134名

白石第二幼稚偲
白石市字南寺前42

　　　　TEL5－6326

76名

（1）年令…満5才児と4才児、ただし5才児は4才児に優先します。

●満5才児（昭和50年4月2日～昭和51年4月1日まで出生した者）

●満4才児（昭和51年4月2日～昭和52年4月1日まで出生した者）

（2）白石市内在住者

（3）白石市内の私立幼稚園に在園中の者を除く。

昭和55年12月1日（月）～昭和55年12月5日團

午前9時～午後4時

入園希望の幼稚園事務室

（1〉募集要項・願書は市立幼稚園教育委員会に用意してあります。

（2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。
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国民年金！
お
　　今、白石市では、10，710人が国
し民年金に加入しています。これは

ら市人口の4分の1にあたり4入に

せ1人が加入していることになりま

　す。一方、年金を受けている入も
版
　年々増えています。処出年金（障

　害、母子、遺児、寡婦、老齢、通

　算老齢）を受けている方は3，018

　人、福祉年金（老齢、障害）を受

　けている方は2，397人で合せると

　　5，415人で、その年金額は約13億

　　5千万円となっています。

　　毎年の物価スライド、数年ごと

　の年金額改定などで、今後も年金

　の支払額は、ますます増え続ける

　ものと予測されます。

　　平均寿命が伸びていること、生

　まれてくる子供が少ないことなど

　で人口が高齢化し、老後の生活に

　は年金を欠くことはできません。

　　ところで、国民年金は加入して

　一定期間以上、保険料を納めてい

　れば年金が受けられます。

　　あなたは国民年金に加入してい

　ますか、まだ加入していないとき

　は、すみやかに加入の手続きをし

おましょう。そして、保険料は忘れ

知ずにキチンと期日までに納めまし

らよう。保険料を納め忘れたF）しま

せすと、せっかくの年金も受けられ

板なくなります。特に35歳以上の人

ら 1せi訴版子

、税の窓口？

　冷害により農作物に被害を受け

られた農家のかたがたは　11月

15日までに所得税予定納税額の

減額申請書を提出しますと、予定

納税額が減額になったり納付しな

くても済むようになります。

　申請の手続等についておわかり

にならないかたは、予定納税額の

通知書と印鑑をご持参のうえ、早

めに税務署、市役所税務課、農業

協同組合にご相談ください。

　ま．た，11月11日～17日まで

「税を知る週間」になっており、

白石市でも！1月17日9時から

市民相談室で無料税務相談所が開

設されます。ご利用下さい。

衛 生

は、60歳まで、年金を受けるため

のぎりぎりの期間しかありません

ので、この年齢にあたる人は、注

意をしましょう。

　国民年金は皆さんの年金制度で

す。市民が、1人残らず年金を受

け、安心できる豊かな老後を送る

ため、みんなの力でさらに大きく

育てましょう。
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ボllオ生ワクチー・没与

　急性灰白髄炎（小児マヒ）予防

のためポリオ生ワクチンの経口投

与を実施いたします。

1期日　11月11日（1回目）

　　　　11月14日（2回目）

　いずれも13時30分～14時
2場所　白石市健康センター

3対象者

　（1）昭和55年1月1日から昭和

　　55年6月30日までに出生
　　した者……（1回目）

　（2）昭和54年7月1日から昭和

　　54年12月31日までに出
　　生した者……（2回目）

　（3）前各項以前の出生でまだ投与

　　を受けていない者及び1回し

　　か受けていない生後48ヶ月

　　までの者

4料金　無料

5その他　①問診票は必ず記載し

当日持参して下さい②母子手帳

も持参下さい③身体に異常があ

る場台、投与前にかかりつけの

医師の診断を受けるなどの処置お

をとって下さい。
　　　　　　　　　　　　　　し
2ご＝、C」’、、』

市では、毎年7・8月に定期にら

B　C　G接種を行なっておりますかせ

都合によ1）接種できなかったお子版

さんのために次によ1）臨時にBC

G接種を行ないます。3ヵ月から

4歳末満のまだ一度もB　C　Gを受

けていないお子さんは申し込んで

下さい。

〉申込み　12月5日まで市健康セ

　ンター内衛生課に申し込んで下

　さい。（電話でも可能、5－21

　11内線136）
〉実施日　12月8日午前9時30分

　～同10時30分　ツベルクリン溶

　液注射、12月10日午前9時30分

　～同10時30分　ツベルクリン反

　応測定

〉場所　白石市健康センター

〉その他　①母子手帳を持参して

　下さい。②ポリオ・はしかの予

　防接種後1ヶ月以内の方及び三

　種混合、インフルエンザ予防接

　種後2週間以内の方は受けられ
　　　　　　　　　　　　　　　お
　ません。

ジ7列ア・萄日骸・　　　し

　　　　　破傷風予防接種　　　ら

　ジフテリア・百日咳・破傷風せ

（三種混合）の定期予防接種（第
　　　　　　　　　　　　　　　版
1期）を行います。

　この予防接種は予防接種法に基

づいて実施いたします。

1期日　11月21日（2回目）
2場所と時間

　白石市健康センター

　13時30分～14時
3料金無料
4接種するお子さん

　昭和53年4月1日～昭和53

　年9月30日までの出生者

5その他①問診書は必ず記載し

　母子手帳も持参して下さい。

お
知
ら
せ
板

②身体に異常がある場合、接種

前にかかりつけの医師の診断を

うけるなどの処置をとって下さ

い。③当日接種できなかったお

子さんは予備日（昭和56年1

月16日）に接種して下さい。

．／

就学援助制度
　　　　　　　　　　　　ダ‘

　経済的理由によ1）就学が困難な

児童生徒1小・中学生）の義務教

育の就学を確保し、就学援助（給

食費・学用品費等）によりその円

滑な運営を期する制度です。

　小・中学生の保護者で受給を望

まれる方は、在学している学校長、

又は担任教諭に相談して下さい。

なお、昭和56年4月小学校に就学

予定児童の保護者については、

学予定学校長に相談願います。

入

市史編さん室ノ

　白石市史別巻「考古資料編」

「第1巻通史」はすでに配本して

いますが、まだ数に若干余裕があ

セ）ますので購入希望の方は市総務

課（奮5－2111内線323）
までお申し込み下さい。

※頒布代金　1部5千円

文化財友の会

　文化財友の会発行の次の図書に

まだ残部がありますので希望者は

社会教育課（a5－2111内線411）ま

で。

◎白石市の文化財

　　頒価　1，000円

◎材木岩虎岩植物調査報告書

　　頒価　3，500円

就学時健康診断
　昭和56年度入学予定のお子さん

（昭和49年4月2日～昭和50年4

月1日までに出生した者）に対す

る就学時の健康診断を下記日程で

実施します。

　なお、該当する保護者あて通知

しておりますが、まだ通知書が届

かない場合、又はその他不明な点

がありましたら市教育委員会学校

教育課（智5－2111内線4120
413）へお問い合わせ下さい。

お
知
ら
せ
板

学校名

越河小

斎川小

大平小

大鷹沢小

白川小

福岡小

深谷小

小原小

白二小

白一小

月 日

11月11日（火）

ll月12日（水）

11月13日（木）

11月14日（金）

11月18日（火）

11月19日（水）

11月20日（木）

11月21日（金）

11月25日（火）

11月26日（水）

受付時間
12：00～12：30

12：00～12：30

12：00～12：30

12：00～12：30

12：00～12：30

12＝00～12：30

12二〇〇～12：30

12：00～12：30

11：00～12：00

11：00～12：00

　　　　　　一、

虻
　　旧軍人及び戦没

　　者の遺族の方へ

⑩旧軍人等の加算年の年額計算へ

　の算入要件緩和　　　　　　　お

　　旧軍人等の加算年を普通恩給し

の年額計算の基礎在職年に算入
　　　　　　　　　　　　　　ら
する場合における年齢要件を緩

和し、　　　60歳以上65歳未満の方にせ

ついてもこの算入措置がなされ版

　ます。

麺戦没者・一）・量族に簿馴弔慰盆力鳶

　論さ稔ま丁

　　満州事変（昭和6年9月18日）

　以降の戦没者の遺族で、昭和50

　年4月1日から昭和54年3月31

　日までの間に、公務扶助料、遺

　族年金等を受給している方がい

　なくなった場合、特別弔慰金と

　して12万円（6年償還の国債）

　が支給されます。（第二回特別弔

　慰金「20万円10年償還の国債」

　を受給した方は該当しません。）

　以上について、請求手続などく

わしいことは市社会福祉事務所に

問い合せてください（智5－21

11内線156）。

郵便局
　今年も年賀状を準備する時期にお

な『）ました。お世話になった方や、し

友人、知人などへ近況を添えて年
　　　　　　　　　　　　　　　ら
賀状を出しましょう。年末もおし

迫ると何かと忙しくなりますので、せ

お早目に年賀はがきをお買い求め版

12月15日の引受開始日には出せる

ようにご準備ください。なお、年

賀状の発売日等については郵便局

へお問い合せ下さい（智5－27

43）。

　　クロスカントリー大会

　11月9日に予定しておりまし

たクロスカントリー大会は11月

16日に延期にな1）ました。
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．
超
嘱
翼藻』

裁鰍

宝藁

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい白石を　つく1）ます。

文化を高め　美しい心を　そだてます。

健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

　きまりを守1）　明るい社会を　きずきます。

騨講鮮薮

宿民憲章
住みよい白石をつくるため

佛日急患当番医
月　日

11／／

斗f内

引地医院
（5〉2036

　柿崎医院
　（5｝2210
3

　亘理医院
　（5）8501
9

工6

23

24

、　30

大沼医院
（5）2502

広瀬医院
（5）0238
芭　医　院
（5）2410
加藤（司）医院

（5）2001

外　　科

朝倉病院
（5〉2101

銭谷医院
（5）2010

刈田病院
（5）2145

宮城医院
（5）2062

刈田病院
（5）2145
加藤（大）医院

（5）4701

堤　医　院
（5）1181

定 例

’㌔》

相

　　　　まどか
佐藤　　円ちやん
　　（大鷹沢大町字関根燭）

ママからひとこと

　黙誰にでも好かれる子に

　なってほしい“

　　　とし　お

半田利朗ちゃん
　　（北無双作33の9）

ママからひとこと

職素直で明るい子に育っ

　てほしい“

談

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

相　談　区　分

八　季雀　ネ目　談

行政　†目　談

税務　相談

祉会保険相談

也　活　相　談

青少年相談

豪肖費生才舌帽言炎

者
介

　
召

齢
”
亦

　
業

高
職

回
ス

巡
コ
ビ

羅
聴
［

補
サ

相　　　談　　　臼

【
1

17

17

17

6・25
17

　　17
毎週月・火・木・金

　　17
毎週水・木・金

4　・18

13・27

時　　　　間

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～16＝QO

9：30～15：00

10：00～12＝0（，

10：00～15：00

9：00～17＝00

10＝00～15：00

9：00～16：00

10＝00～14：00

13：00～14：00

場 所

所
室

彙
炎

市
相

石
階

白
2

全 上

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地
借家、雇傭、差別侍遇　強制
圧迫、私的制裁、その他

役所、公社、公団　公庫など
の仕事について不滴なことや
希望すること

　
応

　
力

　
員

　
局

　
税

と
国

こ
台

る
仙

す
、

関
は
∂

に
談
す

金
相
ま

見
（
じ

干
所
室

　
　
談

役　
　
相

市
民

　
　
市

石　
　
階

白
　
1

所
室

役
談

市
相

石
階

白
3

所
室

役
談

市
相

石
階

白
2

白　石　市　役　所
4　　　　　　　　　階
青少年相談センター

所
階
室

　
炎

役
酷

　
木

市
活

　
生

石
　
費

白
－
消

白　石　市　役　所

白　石　市　役　所

健康保険、船貝保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行又はその恐れ
のある青少年の問題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など

　☆新人権擁護委員☆　　　　　となりました入権擁護委員につき　　嘱されましたのでお知らせいたし

去る6月末日を以って任期満了　　ましては、下記の方々が新たに委　　ます。

　　■高橋　信治　長町41－1　　台5－4209　■家納喜代子　白川津田字小路南45盈7－2024

　　■村上　智雄　南寺前2－10貧5－2843　■遠　藤　肇　白川内親字兎田山23且7－2136
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爵’噸

ダ

白
鳥
斎
叢
尋
鱗
ぽ
，

森
ゑ
毒
戎
鷹
害
儲
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
、
塑
ご
圃

饗
＞三日問で3千人＜

“
‘
嬬轟わ

犠
・
聴

略
玄
・

毒
錘鍵

璽
ノ
ノ

．
承
菰
鷲

o

　
任
期
満
了
に
伴
う
白
石
市
長
選
挙

は
十
月
十
六
日
に
告
示
さ
れ
同
二
十

六
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
第
八
代
白
石
市

長
に
関
公
呂
至
氏
⑳
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

賜

婁

鯨

勺
㌻

蛎

鑓

候
補
者
別
得
票
数

◎
関
谷
宗
一
氏
一
五
、
五
〇
二
票

○
川
井
貞
一
氏

※
無
効
票
数

※
投
票
総
数
　
二
七
、

二
二
二
票

三
二
七
票

〇
五
一
票

　
ヘ
マ
回
の
市
長
選
挙
は
予
想
ど
お
り

川
井
貞
一
氏
と
関
谷
宗
一
氏
の
二
人

の
一
騎
打
ち
と
な
り
、
終
始
両
陣
営

の
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
も
身
近
か
な
選
挙
と
あ
っ
て
市

民
の
関
心
度
も
高
ま
り
、
今
回
の
市

長
選
挙
か
ら
初
め
て
行
な
わ
れ
た
斉

川
小
体
育
館
、
福
岡
中
体
育
館
、
市
民

会
館
で
の
立
会
演
説
会
も
、
連
夜
候

補
者
の
政
治
姿
勢
、
政
策
を
聴
こ
う

と
ほ
ぼ
満
員
の
聴
衆
で
埋
り
ま
し
た
。

　
投
票
当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

卜
白
石
を
ま
か
せ
る
大
事
な
選
挙
と
あ

っ
て
投
票
率
は
九
十
一
・
二
七
智
と
、

今
ま
で
の
最
高
で
し
た
。

　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
票
が
行
な
わ
れ
、
詰
め

か
け
た
参
観
者
の
人
々
は
、
開
票
速
報

新
市
長
に

　
　
　
　
　
　
　
望
む

”湘願”餌
　
　
　
　
騨

甜
甜
　
　
　
餐

　
　
　
　
ガ
議

　
　
　
、
沸
，

門

保科惣一郎さん

　（斎　川）

白
石
に
は
、
こ
ろ
柿
や
し
み
豆
腐

橋
慶
助
氏
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

餌
な
ど
白
石
な
ら
で
は
の
産
業
が
数
多

甜甜
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
販
売
方
法

…
や
宣
伝
方
法
に
も
っ
と
積
極
的
に
カ

ヨ

餌
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
た

…
し
か
に
毒
誘
警
ど
は
市
が
発
展

甜
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と

舘四
思
い
ま
す
が
、
「
工
場
を
持
っ
、
て
、
一
れ

餌
ば
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
た
だ
単
な

甜甜
る
工
場
誘
致
を
図
る
の
で
は
な
／
＼

ぜ

聞
地
場
産
業
を
軸
と
し
た
産
業
計
画
を

の

甜
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

融餌甜餌
螺
・

私
た
ち
が
も
っ
と
気
軽
に
利
用
で

2

　
今
後
、
四
年
間
市
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
関
谷
市
長
に
、
そ
の

抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
」
十
一
月
十
四
日
に

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
信
任
を
い
た

だ
き
白
石
市
長
に
就
任
し
、
市
政
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
，
わ

た
く
し
は
、
ま
こ
と
に
浅
学
菲
オ
な

る
も
の
で
す
が
、
市
民
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
・
へ
0
年
代
を

展
望
し
な
か
ら
市
勢
の
発
展
と
地
域

福
祉
の
向
上
に
全
力
を
傾
注
い
た
す

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
市
政
は
市
民
の
衆
知
を
集
め
、
市
農
業
基
本
計
画
を
手
引
き
と
し
て
、

民
が
現
に
住
ん
で
い
る
「
ま
ち
」
を
掴
い
手
の
育
成
と
仲
間
づ
く
り
、
農

自
、
分
の
「
ま
ち
」
と
感
じ
と
り
、
よ
業
所
得
の
安
定
と
向
上
、
農
家
生
活

リ
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
活
動
に
参
の
向
上
と
農
村
環
境
の
整
備
を
は
か

加
す
る
と
こ
ろ
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
　
　
っ
て
い
き
ま
す
、

づ
く
り
」
の
基
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
商
工
業
の
振
興
発
展
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
と
い
っ
で
、
も
地
場
産
業
や
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
の
育
成
と
、
男
子
型
工
場
誘
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
ま
た
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
の
再
開
発
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

　
・
て
れ
に
は
、
地
域
内
に
就
業
の
場
す
、

〃
．
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、

、
；
し
た
、
一
レ
・
．
か
ら
、
地
域
産
業
を
時
代
に
対
応
し
、
通
年
観
光
を
目
途

見
直
し
、
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
て
と
し
蔵
王
山
ろ
く
に
高
原
リ
ゾ
ー
ト

い
く
よ
、
つ
な
地
域
産
業
の
振
興
か
不
の
基
地
を
は
か
り
、
大
い
に
交
通
の

可
欠
な
条
件
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
要
を
活
か
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
、

　
農
業
問
題
に
つ
い
て
は
、
白
石
市
　
　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
構
想
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

　　　鈴木前市長
　　　　　　笑顔で退任
51年11月に第7代白石市長に就任して4年間、

「而民による市民のための市政」をモットーに而

勢の発展と住民福祉の向上を目指して而政を担当

一時病気で倒れたが「市長、早く帰って」の南民

の声に答え、持ち前の気力で見事に復職した。「こ

れからは／而民として市政に参加して行きたい」

と退任式で今後の抱負を語っていました。

　
　
地
域
に
雇
用
機
会
を
積
極
的
に

創
出
し
、
都
市
よ
り
の
八
口
の
環
流

と
定
着
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

民
フ
ー
ル
、
郷
t
資
料
館
や
中
央
公

民
館
の
建
設
、
そ
し
て
河
川
敷
運
動

場
の
整
備
な
ど
に
配
慮
い
た
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん

．

　
当
面
の
問
題
と
し
て
、
げ
、
叩
害
村
策
、

越
河
・
斎
川
の
水
枯
れ
救
済
は
切
実

に
し
て
、
か
つ
早
期
解
決
を
必
要
と

い
た
し
ま
す
の
で
十
分
な
る
対
応
策
を

検
討
い
た
し
た
い
と
～
え
で
、
い
ま
す

ぜ

　
こ
れ
か
ら
は
、
五
十
六
年
開
通
予

定
に
伴
う
新
幹
線
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
、
白
石
市
都
市
計
画
の
再
点

検
、
懸
案
の
大
学
誘
致
、
国
立
青
少

年
野
外
活
動
施
設
の
誘
致
、
南
蔵
王

高
原
で
開
催
さ
れ
る
こ
亡
に
決
っ
た

第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
な

ど
、
ま
た
市
内
公
共
施
設
と
し
て
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所

能
率
」
を
主
旨
と
し
て
市
民
に
奉
仕

　
教
育
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
、

過
去
十
数
年
間
、
徴
力
を
つ
く
し
て

ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
、
そ
、
の
体
験
を

踏
ま
、
え
て
青
少
年
に
は
「
夢
と
希
望
」

を
お
年
寄
り
に
は
「
生
き
甲
斐
と
安

ら
ぎ
」
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
行
政

措
置
を
実
現
し
た
い
考
え
で
す
。

十
六
年
は
、
「
国
際
身
体
障
害
者
年
」

で
、
あ
り
ま
す
の
で
、
身
障
者
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
て
い
き
た
い

レ
盈
．
心
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

の
窓
口
は
、
常
に
「
親
切
、
清
潔
、

す
る
よ
う
、
最
善
の
努
力
を
い
た
す

こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
鞭
鞭
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一
き
る
フ
、
ホ
！
り
施
設
を
た
く
さ
ん
作

ほ

8
っ
て
ほ
し
い
　
例
え
は
、
前
に
市
民

ゲ

昼
フ
！
几
僻
臥
ゐ
話
か
あ
っ
た
か
、
争

喧
だ
に
て
き
で
、
い
な
い
の
で
早
く
実
現

ぼ
一
ー
二
、
’
ン
ら
い
た
い

壇
　
ま
た
、
私
た
ち
が
毎
日
勉
強
し
て

ヨ

㎜
い
る
臼
石
中
学
恨
は
佼
舎
も
か
な
り

か
勧
邑
朽
化
し
で
、
い
る
し
、
教
育
設
備
も

、
一
”
就
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、

　

t
て
の
厚
面
の
充
実
も
図
っ
て
ほ
し
い

｝
と
思
い
ま
す
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｛
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大浦良郎さん
（大鷹沢）

関
谷
新
市
長
は
教
育
、
福
阯
活
動

即
の
面
で
か
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

一
て
い
る
の
’

、
、
そ
の
方
．
面
で
は
大
い

加価
に
期
侍
て
き
ま
す
ね

夙

、
も
、
他
与

ハ

甜
．
面
f
、
は
や
は
リ
素
入
と
い
う
感
じ
が

ゴ

掴
す
る
の
で
勉
強
し
で
、
ほ
し
い
と
思
い

即な
す
，

幽
　
白
石
は
施
設
を
見
る
と
、
各
方
面

翻湘
で
他
よ
り
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

釦
す
。
例
え
ば
、
各
施
設
を
街
の
な
か

馴鯉
に
バ
ラ
バ
ラ
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ

ヨ

㎜
な
ど
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
ワ

鼎
ン
セ
ワ
ト
に
す
る
く
ら
い
の
気
持
で

鋼舘
ま
ち
作
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
で

．
す
ね
．
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